
社団法人都市住宅学会九州支部　住宅政策シンポジウム
「これからの住宅政策　－新しい取り組みと展望－」

＜主催＞（社）都市住宅学会九州支部

＜共催＞（社）日本建築学会九州支部建築計画委員会

＜後援＞　国土交通省九州地方整備局、内閣府沖縄総合事務局、福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県、北九州市、福岡市、住宅金融公庫福岡支店、独立行政法人都市再生機構九州支社

趣旨

平成17年9月に社会資本整備審議会答申「新たな住宅政策に対応した制度的枠組みについて」がまとめられ、政策展開の基本的な方向として、市場重視、ストック重視の住宅政策への本格的な転換が提示された。今後、新たな制度的枠組みのもとで、地方公共団体では長期計画の策定が必要とされるが、そこには答申で示された施策横断的視点に対して、地域の実情に応じた具体的な取り組みが求められる。

本シンポジウムでは、住宅分野の行政実務者と研究者の双方の立場から、地方公共団体のこれまでの住宅政策と今後の方向性について情報の交流と意見の交換を行う。特に、住宅政策における市場の形成と活用、公的賃貸住宅の役割に焦点を置き、九州圏のこれからの住宅政策について議論する。
· 日時
：平成18年3月25日（土）

· 場所
：九州大学 西新プラザ　大会議室
（〒814-0002　福岡市早良区西新2-16　tel 092-831-8104　fax 092-831-8105）

· 定員
：２００名（申込み先着順・会員外の一般参加も可）
· 参加費：無料

· プログラム

13:00
開会

13:10－14:20
基調講演　

「住宅政策の新たな展開とその仕組み －住生活基本法制定を視野に入れて－」

小林重敬（横浜国立大学大学院工学研究院 教授，国土交通省社会資本整備審議会委員・住宅宅地分科会長）
14:30－16:30
パネルディスカッション

「これからの住宅政策はどうあるべきか－九州での展開」

コーディネーター
：竹下　輝和（九州大学大学院人間環境学研究院 教授）

コメンテーター　
：小林　重敬（前掲）

パネリスト
：中西　浩　（国土交通省九州地方整備局建政部 住宅調整官）

鶴　　清英（福岡県建築都市部住宅課 課長技術補佐）


高木　謙二（大分県土木建築部建築住宅課 課長補佐）

藤原　憲一（宮崎県土木部建築住宅課 副参事兼課長補佐）

大関　達也（北九州市建築都市局住宅部住宅計画課 課長）

矢野　豊　（福岡市建築局総務部住宅政策課 課長）

16:50－18:20
テーマディスカッション

テーマ１「住宅政策における市場の形成と活用」

テーマ２「公的賃貸住宅の役割」

コーディネーター：竹下輝和（前掲）

コメンテーター　：小林重敬（前掲）
18:20－18:40
総括報告

18:40
閉会

19:00－20:30
懇親会（同会場 展示ホール）











